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１．研究の背景と目的 

現在，日本の特に農空間において過疎化や高齢化が進み

地域の諸機能の維持が困難であることや農業の後継者不足

が問題となっている． 
また，文化的景観が注目され始めている．文化的景観は

1992 年にUNESCO世界遺産の文化遺産の1つとして位置

付けられた．その後，2005年には文化財保護法にも導入さ

れ「地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土

により形成された景観地」と定義され新しい制度概念とな

っている 1)． 
農業の分野において高齢化や後継者不足が問題となって

いるが，農空間の美しい景観を保持，伝承することにより，

地域の特徴を活かした地域づくりが可能となり，諸問題の

解決につながるのではないかと考える．さらに，本研究で

はこのように保全すべき景観として文化的景観の棚田景観

を扱う． 
農空間についての研究は多数なされてきた．1970年頃に

は，北村 2)が農村地域の生活環境の整備の必要性を唱えて

いる．その後の2000年頃には，鎌田3)が農業集落排水路を

整備する上で地域コミュニティの重要性について述べてい

る．現在では，小池 4)が大都市近郊の農村集落の混住化，

ムラと来住者の地域社会構造の変容について論じている． 
また，棚田に関する研究も既往研究が多数挙げられる．

中里 5)は棚田保全活動から地域の特徴を捉え地域活性化の

手法を探っている．その他にも，島ら 6)は棚田の水利シス

テムの発達過程を明らかにしこれが棚田景観に与える影響，

現代の技術への活用について述べている． 
本研究では，棚田を主体とした農空間を有する地区の空

間的・物的環境特性を捉えた上で，活動主体やその関係，

取り組みの特徴について調査・分析を行うことに新規性が

あり，棚田を主体とする農空間の今後の保全手法を探るこ

とを目的とする． 

２．研究方法 

（１）研究対象地の選定の枠組み構築 

対象地選定の手掛かりとして，重要文化的景観に選定さ

れている全35水田景観を主体とする農空間のうち28事例
を抽出し 7)，棚田の空間構造を把握し，類型化を行った．

調査項目は，各地域の集落や水利システム，課題，土地の

形状等とした．このうち，土地の形状の項目に着目し，平

面形態は河川と棚田の位置関係という観点から，断面形態

は棚田が斜面上のどの位置にあるかという観点から類型化

を行った（図－１）． 
これらの類型化の結果，平面形態は河川軸型が12事例，

河川隣接型と無河川型は8事例，断面形態は谷間型が13事
例，山麓型が10事例，山腹型が5事例となった（表－１）． 
本研究では，棚田を主体とする農空間の 28 事例の空間

構造の類型化の枠組みを参照し，①事例数が多い断面・平

面形態に合致する地域であること，②棚田の保全活動が現

在盛んである地域であること，③空間構造が異なり比較可

能な地域であること，この3項目を元に，大阪府下の指定

棚田地域(1)に指定される豊能町高山と牧の 2 地域を対象地

として選定した． 
（２）研究対象地の選定と概要 

 本研究では，豊能町に位置する高山の棚田と牧の棚田を

研究対象地とする（写真－１）． 

写真－１ 研究対象地（左：高山地区・右：牧地区） 

①高山の棚田 

高山の棚田の空間構造は28事例から得られた枠組みの 

図－１ 平面・断面形態にみる棚田の空間構造の分類 

表－１ 平面・断面形態にみる棚田の空間構造の類型化 

河川軸 河川隣接 無河川

山腹 2 1 2 5
山麓 2 4 4 10

8 3 2 13
12 8 8 28

合計

合計

平面形態

断

面

形

態

斜

面

型

谷間

129



うち，最も多い谷間・河川軸型のタイプに位置付けられる

棚田である．また，高山の棚田では棚田を主体とする農空

間保全のため「農のふるさと協力隊」や「NPOふるさとお

こし協議会」などが活動している． 
②牧の棚田 

 牧の棚田の空間構造は無河川・山麓型のタイプに位置付

けられる棚田である．また，棚田を主体とする農空間保全

のため「棚田ふるさと・ファンクラブ」や「コープこうべ」

が参画し，地域外の人が耕作可能な畑の運営などがなされ

ている． 
（３）調査・分析方法 
高山地区と牧地区における活動主体の特徴を調査・比較

し，棚田を主体とする農空間保全のための手法や課題を明

らかにする． 
まず，文献・資料調査を行い，土地利用や物的環境特性

については把握した．土地利用や物的環境特性として，ま

ず田・畑・耕作放棄地などの土地利用別の営農状況を調査・

分析した．次に，その土地利用状況を踏まえて，所有者の

年代別の営農状況と後継者の有無別の営農状況を調査・分

析することにより棚田を主体とする農空間の動態性につい

て考察することとした． 
次に，両地区における活動主体の取り組みやその特徴を

把握するため関係機関へのヒアリング調査を行い，活動主

体の概要（活動のきっかけ・目的・参加者について）や地

域で行っている取り組み（運営方法・活動実績・他の団体

や地域などの外部との関わり・課題・継続性）などについ

て調査，分析を行い，農空間の保全の継続性や可能性に向

けた考察を行った． 

３．分析結果 

（１）対象地の土地利用及び物的環境特性 

 豊能町全体の特徴としては，過疎地域に指定されている

が都市部に近接した地域であり，近隣都市からの車での家

用車ではアクセス性はよい．一方で公共交通は年々弱体化

している． 
高山の棚田は，範囲が南北に細長く，棚田が点在してい

る．また，傾斜が急な場所（小字：スゴ・コカベ）と傾斜

が緩やかな場所があり，同じ棚田内で景観がかなり異なる． 
牧の棚田は，全体的に傾斜は一定で棚田は点在しておら

ず，ひとまとまりの棚田を有していることが特徴である． 
（２）営農状況にみる営みの動態性 

高山の棚田と牧の棚田の土地利用別営農状況を比較する

と，高山の棚田の方が田の面積の割合が約5割であり，耕

作放棄地が約3割りと牧地区に対して多いことが分かる．

牧地区は7割ほどを田が占め耕作放棄地も1割未満と少な

いことが分かる（図－２〜４）． 
また，高山の棚田のスゴ・コカベにおいては，「農のふる

さと協力隊」や「NPO 法人豊能町ふるさとおこし協議会」

の活動主体による田以外の畑やぶどう畑として耕作放棄地

を利活用した活動が複数確認できる．  

さらに，所有者の年代（図－５，図－６）や後継者の有

無別営農状況から，牧の方が後継者の存在は比較的確認で

き，若い耕作者が多いことが分かった． 
（３）農空間における活動主体の取組み 

高山地区と牧地区の現地において，各地区 2団体，計 4
団体にヒアリング調査を行った（表－２，写真－２）． 
①高山の棚田で活動する団体の特徴 

高山の棚田のうちスゴ・コカベは棚田の象徴的景観でも

あり，この場所で保全活動を行っている「農のふるさと協

力隊」や「NPO法人豊能町ふるさとおこし協議会」などの

活動主体が複数存在している（表－３，図－７）．「農のふ

るさと協力隊」は，棚田保全のため豊能町の公募から集ま

った地区外の人を中心とするボランティア団体であり，

2010年から活動を開始している．また，2014年に設立され

た「NPO法人豊能町ふるさとおこし協議会」における棚田

管理チームが，耕作放棄地を利活用しながら地区外の人を

中心にそれぞれの区画で畑作等の活動を実践するなど，高

山の活動主体の特徴として，高山地区外の人が積極的に活 

図－２ 高山地区の土地利用別にみる営農状況の分布 

図－３ 牧地区の土地利用別にみる営農状況の分布 

図－４ 土地利用別にみる営農状況の面積割合 

【牧地区】 【高山地区】 
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動，交流していることが分かった． 
②牧の棚田で活動する団体の特徴 

牧の棚田では地元の協議会が中心となり，コープこうべ

など外部の団体と連携を取り保全活動を行っていることが

分かった（表－４，図－８）．牧地区では，2010年の和尚

池改修をきっかけに地元の棚田保全の意識が高まり，2012 

図－５ 高山地区の年代別にみる営農状況の分布 

図－６ 牧地区の年代別にみる営農状況の分布 

表－２ ヒアリング調査を実施した活動主体 

 

写真－２ 活動主体の活動フィールド 

表－３ 高山地区における活動主体の主な取り組み年表 

図－７ 高山地区における活動主体の関係図 

年に「牧農空間活性化協議会」が設立した．その後，この

協議会を中心とし保全活動が今も継続されている．「棚田

ふるさと・ファンクラブ」は，大阪府が棚田基金を用いて

機能保全や自然学習のため，協議会とともに地区外の人を

招きボランティアを行っている． 
また，「コープこうべ」は2015年に「とよの里山くらぶ」

を発足し，耕作放棄された畑の開墾作業を開始した．これ

らを契機に，大阪府・豊能町・牧農空間活性化協議会と四

者協定を締結し，コープこうべ組合員と行政や地元と連携

しながら「みんなの牧里プロジェクト」を通じて田畑の日

常的な整備や竹林の維持管理などを行っている． 
さらに，農地を借用し1年間好きな野菜を育てることが

できる「年間チャレンジャー」，種まきから収穫までを体験

する「チャレンジャー制度」や，「農業ボランティア」など

の取り組みを行っている． 

（４）棚田を主体とする農空間における課題 
 ヒアリング調査を通じ，棚田地域が抱える課題として大

きく5点にまとめられる． 
1点目は後継者不足，2点目は高齢化，3点目は農家間の

連携，4点目は獣害，5点目は棚田特有の地形条件による農

作業の作業性や体力が挙げられた． 

活動団体 属性 ⽇付 ⼈数
1 農のふるさと協⼒隊 ⾏政の公募 11⽉16⽇ 3⼈
2 棚⽥管理チーム NPO団体 11⽉24⽇ 3⼈
3 みんなの牧⾥プロジェクト ⺠間企業・地元 9⽉1⽇ 3⼈
4 棚⽥ふるさと・ファンクラブ ⾏政・地元 7⽉25⽇ 2⼈

⾼
⼭

牧

⼤阪府 農のふるさと協⼒隊 棚⽥管理チーム
2010 活動開始

新聞に活動が紹介される
園児の芋ほり体験を開催

2014 NPOふるさとおこし協議会設⽴
2018 農家宿レストラン開業

協議会設⽴
農空間づくりプラン作成

⾷⾁処理施設ジビエ⼯房を開業
株式会社⾥⼭創⽣研究所を設⽴

北摂興業に農業部⾨を設置 ビジネスアイディアコンテストで
最優秀賞受賞

指定棚⽥地域に指定 クラウドファンディング実施
2022 ほ場整備着⼿

2020 活動場所の補修を⾏う

活
動
期

2021

準
備
期

2019

初
動
期

2011

農のふるさと協力隊 

NPO法人豊能町法人 
ふるさとおこし協議会 
棚田管理チーム 

みんなの牧里プロジェクト 棚田ふるさと・ファンクラブ 
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表－４ 牧地区における活動主体の主な取り組み年表 

図－８ 牧地区における活動主体の関係図 

４．考察 

（１）地区別の考察 

①高山の棚田 

高山の棚田は，特にスゴ・コカベが棚田の象徴的景観で

あり，地区外の人が保全活動を積極的に行っていることが

明らかとなった．とりわけ，スゴ・コカベのような場所は，

急傾斜で棚田としての視覚的な認識がされやすい箇所であ

るが，作業の容易性や継承性の観点から考えると，耕作放

棄の進行も懸念される．その一方で，近年においては地区

外の人が積極的に耕作放棄地を利活用するなど，畑作に転

換し，活動を行うことで農空間の動態的持続性の一躍を担

っている．そしてそれらの活動がコミュニケーション機会

の場のきっかけにも影響を与えていることが示された． 
②牧の棚田 

牧の棚田において，ため池の改修という地元の人を巻き

込むきっかけが地元の協議会の立ち上げ，地区内の人の団

結や意識の向上につながっていることが分かった．このよ

うに，地区内の人の生活に直結するきっかけがあれば，地

区内の人の意識の向上やその後の保全への積極的な参加に

つながると考えられる．また，棚田保全のみならず，活動

主体による食育を通じた環境教育や竹林整備など，農空間

の保全に資する波及効果も示すことができた． 

５．まとめと今後の課題 

本研究では，豊能町高山地区と牧地区を主な対象とし，

棚田を主体とした農空間を有する地区の空間的・物的環境

特性を捉えた上で，活動主体やその関係，取り組みの特徴

について調査・分析し，農空間の保全について考察した． 
棚田を主体とする農空間の保全の継続性にあたり，後継

者が少なく人手不足の現状を踏まえると，農家間の連携も

重要となる．例えば，行政と連携して保全に関する団体を

構築し，地域主導で自立的に活動する仕組みづくりや，既

存の地域団体に補助金を拡充するなどの仕組みづくりも考

えられる．また，移住者など地域外からの新規参入者を支

える仕組みづくりやプラットフォームの確立も重要になる

と考えられる． 
また，保全の継続性については，活動主体の活動や運営

が円滑に行われることも重要であると考えられる．補助金

などの活動を支える財源も重要であるが，自立した運営の

基盤となる営農計画や活動計画，あるいは活動主体間の連

携を下支えするビジョンの共有も重要な課題となると言え

よう．また，新規の担い手の受け皿を構築することや，参

加者にインセンティブのある運営方法を確立するなど，負

担なく運営可能な体制づくりを行い，継続することも重要

な課題となる． 

補注 

(1)指定棚田地域とは，昭和25年2月1日時点の市町村の区域で，勾配が20
分の 1以上の棚田が 1ha以上ある地域の中から，都道府県の申請に基づ

き国が指定するものである．指定棚田地域に指定された場合，農林水産省

事業の補助率の嵩上げ等の支援を受けることができる．令和 3 年 6月現

在において，指定棚田地域の累計は39道府県665地域となっている8)． 
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⼤阪府 棚⽥ふるさと・ファンクラブ 牧⾥プロジェクト
1998 棚⽥保全のための基⾦を創設
2000 下⾚阪地区にて活動開始
2010 和尚池の改修
2012 牧農空間活性化協議会を設⽴
2013 農空間づくりプランを策定 牧地区にて活動開始

とよの⾥⼭くらぶ発⾜
耕作放棄された畑の開墾作業開始

2016 豊能町牧⾥地・⾥⼭保全管理活動
四者協定締結

2017 牧農業・農空間ビジョンまとめ 農業ボランティアの募集
「年間チャレンジャー」スタート
「チャレンジャー制度」導⼊

2019 牧のさとやま合同会社設⽴ 「オーナー制度」導⼊
2020 指定棚⽥地域に指定 牧⾥勝⼿に応援団発⾜
2021 ほ場整備事業着⼿
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